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夏
で
す
。
市
内
各
地
で
夏
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
、
取
材
で
外
に
出
る

機
会
も
多
く
あ
り
ま
す
。
市
内
を

回
っ
て
い
る
と
、
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ

ト
が
幾
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
に
笠
置
山
が
あ
り
ま
す
。
取
材

な
ど
で
数
回
登
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
山
頂
付
近
の
物
見
岩
か
ら
見

る
景
色
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。
ま
た

夏
に
は
、
エ
ア
コ
ン
の
人
工
的
な
涼

し
さ
で
は
な
く
、
山
の
天
然
の
涼
し

さ
は
と
て
も
良
い
も
の
で
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
多
く
の
魅
力
的

な
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
紙

面
の
中
で
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
は
愛
・
地
球
博
が
開
催
さ
れ
、

愛
知
県
方
面
が
に
ぎ
や
か
で
す
が
、

夏
休
み
の
１
日
を
市
内
観
光
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
も
っ
と
恵
那
市

が
好
き
に
な
る
は
ず
で
す
。　
　
  
○宮
 

次号は８月１５日号
発行日は８月１５日�です

企画展覧会

『広報えな』 ８月１日号、１部当たり
の印刷経費は約１３.２円（税込み）です。

『広重と行く旅模様―街道絵を楽しむ』

　7月２２日から「広重と行く旅模様―街道絵を楽しむ」展が始まっています。

　この展覧会は、江戸時代の旅をテーマにしています。江戸時代、旅行といえば徒歩（歩き）が基本でし

た。例えば江戸（東京）から京（京都）までの距離は約５００㌔。気が遠くなりそうです。この行程には約２

週間かかったと言われていますから、１日約３５㌔ 強を歩いた計算になります。江戸時代の人々はなんと強

いことでしょう。また当時の旅はなんと厳しかったことでしょう。

　厳しい旅の中で、人々は、時々は 駕籠 に乗せてもらったり、馬に乗ったりしました。そして、土地の名物
か ご

を食べさせてくれる茶店に寄ったり、名産品を買い求めたり、といった楽しみを見つけて、旅を続けていっ

たのでした。

　本展では、どのような人々が旅をしたのか（旅をする人々）、馬や駕籠など旅の便利なアイテム（旅のて

だて）、 旅籠 や休憩所などがあった宿場の様子（宿場）、土地の美味しいもの（食べる）、どんな旅館があっ
は た ご

たのか（泊まる）、旅の途中で出会う風流な場所（名所）、特産品の数々（名物）の７つのコーナーに分け

て、江戸の旅を楽しんでいただきたいと思っています。

　大人の方には、ゆったりとしたスローライフのお薦めとして、小さい皆さんには、昔の旅の様子を知る手

掛かりとして、楽しんでいただけたら幸いです。

７月２２日�～８月２８日�毎週月曜日休館
　　 ※会期終了後、８月２９日�～３１日�まで展示替え休館します。
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大
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０
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割
引

広
 報

え
 な

８月２日�～２８日�の間、恒例の市民割引を実施します。

このページ右下の割引券をお持ちください。

※  小中高生は、この展覧会期間中、無料で入館できます。

会場写真

展示室内は迷路のようになっています


